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魚
津
市
新
角
川
二
丁
目
四
番
五
号

島
崎
藤
左
ヱ
門
氏
(
百
歳
)

魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
に
多
額
の
金

員
を
寄
付
、
本
市
社
会
福
祉
事
業
の
増

進
に
貢
献
さ
れ
た
。

出初式で表彰

1月6日、村木小学校講堂で行われた消防

出初式で、次の方々が表彰されました。

大
阪
市
豊
中
市
南
桜
塚
三
丁
目

九
番
二
十
一
号

吉
川
喜
一
氏
(
侃
歳
)

魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
に
多
額
の
金

員
を
寄
付
、
本
市
社
会
福
祉
事
業
の
増

進
に
貢
献
さ
れ
た
。

。
消
防
協
力
者
表
彰

O
海
原
志
保
子
氏

。
先
名
道
雄
氏

青
島
四
六
ニ
の
一
七

青
島
四
六
ニ
の
一
回

0
石
崎
昭
夫
氏
仏
国
ニ
九
0
0

の==一一

昨
年
叩
月
7
日
青
島
地
内
の
用
水
に

転
落
し
た
幼
児
を
救
助
。

O
福
田

正

博

氏

仏

国

ニ
九
0
0

の
四
五

議甘

綬

褒

皐早

魚
津
市
文
化
町
六
番
十
二
号

永
崎
鉄
造
氏
(
幻
歳
)

日
本
赤
十
字
社
に
多
額
の
金
員
を
寄

付
、
業
務
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

O
福

田

正

人

氏

仏

国

ニ
九
C
C

の
四
五

O
有
磯
兵
治
氏
青
島
一
C
C
五

昨
年
ロ
月
7
日
仏
団
地
内
の
火
災
で

逃
げ
遅
れ
た
家
人
を
救
助
。

ひ
き
つ
づ
き
優
良
団
員
表
彰
が
次
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

。
優
良
消
防
団
員
県
知
事
表
彰

O
第
1
分
団

O
第
2
分
団

O
第
3
分
団

O
第
4
分
団

O
第
5
分
団

O
第
6
分
団

O
第
7
分
団

O
第
9
分
団

O
第
叩
分
団

O
第
日
分
団

O
第
ロ
分
団

団
員

・
魚
住

班
長

・
橋
本

団
員

・
油
本

団
員

・
松
崎

団
員
・
窪
田

団
員

・
清
河

団
員

・
大
城

団
員

・
松
山

団
員

・
広
瀬

団
員

・
大
原

班
長
・
松
田

幸一 政彦満和直義芳欽栄
作雄男二昭夫樹雄春司ー

内
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i
i
i
i
i
i
i
i
d
i
-

-
a
z
R
E
F
E
三
一
崎わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
間
の
あ
つ
ま
り
で
あ

別
国
際
障
害
者
年

一

昨

日

門

戸

」

役
人
は
み
な
遣
い
は
導
会
っ
て
き
去
る
の
で
文
明

障
害
者
に
あ
ま
り
接
し
た
こ
と
の
な
い
低
い
人
、
速
く
走
る
こ
と
の
で
き
る
人
や

人
た
ち
の
中
に
は
、
障
害
者
は
一
般
の
人
で
き
な
い
人
と
い
う
よ
う
な
、
身
長
の
違

た
ち
と
全
く
違
っ
て
い
る
と
か
、
障
害
の
い
や
運
動
能
力
の
違
い
と
同
じ
個
人
差
の

原
因
は
す
べ
て
遺
伝
に
よ
る
と
か
、
障
害
ひ
と
つ
で
あ
る
と
理
解
し
、
ご
く
自
然
な

の
状
態
は
伝
染
す
る
と
か
い
っ
た
誤
解
や
態
度
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

偏
見
か
ら
同
情
ゃ
あ
わ
れ
み
の
気
持
ち
で
実
際
に
障
害
者
と
接
し
て
み
る
と
、
こ

接
し
た
り
、
好
奇
の
目
で
じ
ろ
じ
ろ
眺
め
れ
ら
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

た
り
、
拒
否
的
な
態
度
で
接
し
た
り
す
る
特
に
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
記
念
事

人
が
い
ま
だ
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

交

戒

を

深

め

参

加

し

、

障
害
者
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ

-
J
d
'
J
p
t
し

、

通

っ
て
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
よ
り
深
め
て

人

間

的

な

ふ

れ

合

し

を

い
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
障
害
者
に
対
す
る
誤
解
や

h
.
.
 ，
.
 

偏
見
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
基
づ
く
誤
つ

F

泊
】

a・
圏
諸
国
曹
司

た
態
度
な
ど
が
、
障
害
者
の
地
域
社
会
へ

ち
崎

a・
悪
翠
語
障

の
平
等
な
参
加
を
妨
げ
て
い
る
原
因
と
な

FLam-J

・

-
U
2
4
 

っ
て
い
ま
す
。

f
，

avma'F

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
た
め
に
は
、

叫
吋
迫
町
副
回

W

障
害
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
は

民
ょ

ta圃
蝿
臨
調

特
別
な
問
題
で
は
な
く
、
背
の
高
い
人
や

吃

ha--a濁
也

団
員

・
沢

崎

信

夫

団
員

・
有

沢

三

造

団
員

・
先

名

昭

雄

団
員

・
寺

口

俊

夫

団
員

・
坂

本

文

作

団
員

・
木

下

辰

美

団
員

・
高

倉

敏

長

団
員

・
林

繁

春

O
第
日
分
団

O
第
比
分
団

団
員

・
立

岩

雄

班
長

・
谷
口
紀
一
郎

。
優
良
消
防
団
員
支
部
長
表
彰

O
第
1
分
団

O
第
1
分
団

O
第
3
分
団

O
第
4
分
団

O
第
5
分
団

O
第
6
分
団

O
第
6
分
団

O
第
7
分
団

O
第
8
分
団

O
第
9
分
団

O
第
9
分
団

団
員

・
前
田

団
員

・
美
谷

団
員

・
天
野

団
員

・
高
慶

団
員
・
石
倉

団
員

・
高
縁

団
員

・
石
倉

団
員

・
大
沢

団
員

・
只
石

団
員

・
一二井

団
員

・
山
本

芳数隆 敏正孝敏憲進
実治久成昭秋雄信昭三蔵

O
第
9
分
団

O
第
叩
分
団

O
第
日
分
団

O
第
ロ
分
団

O
第
日
分
団

O
第
日
分
団

O
第
日
分
団

O
第
凶
分
団

市
職
員
の
人
事
異
動

市
で
は
1
月
1
日
付
で
、
次
の

よ
う
な
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

氏

名

島

崎

健

二

新
・
会
計
課
長

旧
・総
務
課
付
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無事故と大漁の願いの祈りをこめて

-魚津市出漁団の祈願祭・今
年
の
北
洋
出
漁
の
航

海
安
全
と
大
漁
を
祈
っ
て

魚
津
市
出
漁
団
の
祈
願
祭

が、

1
月
幻
日
魚
津
漁
協

大
ホ
l
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た。

神
事
の
あ
と
優
良
団

員
の
表
彰
が
あ
り
、
清
河

市
長
(
出
漁
団
団
長
)
や
県
知
事
な
ど

の
激
励
を
受
け
、
団
員
一
同
決
意
を
新

G2冨盟冨2・

た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表

彰

者

氏

名

〈
敬
称
略
〉

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

水

口

清

山

海

義

光

原

田

勉

マ
同
一
船
主
初
ヵ
年
勤
続
者
表
彰

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

小

林

弘

鳥
切
久
雄

栄ある受賞 .56年度出初式……2
大漁祈願祭・..........................3

雪に対する警戒とご協力を・・・・・・4

みんなのだいいく・..........・・・・・・・5
国保だより・....................・・・・・・6

酒のみ運転の追放・..........・・・・・・・ア

みんなのねんきん・..........・・・・・・・8

あな疋と図書館・....................9

壮年海外派遣事業報告・..........・10

みんなの保健・....................・・・竹

あしらせ......................・・12-13

ふるさとの文化財(47)・..............14

表紙・

相互の友情、健全な心身

本

吉

正

喜

浦

本

昭

夫

マ
同
一
船
主
回
ヵ
年
勤
続
者
表
彰

(
負
注
市
長
感
謝
状
)

稲

塚

栄

作

浦

島

慎

一

マ
同
一
船
主
叩
ヵ
年
勤
続
者
表
彰

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

魚

住

俊

光

春

日

昇

大

西

竹

男

浜

住

新

作

春

日

貢

浜

田

清

マ
同
一
船
主
5
ヵ
年
勤
続
者
表
彰

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

高

橋

三

紀

雄

浜

田

朝

昭

長

谷

川

重

雄

海

原

博

之

梶

谷

勇

浦

崎

満

夫

後

藤

松

雄

海

原

勉

山

本

広

二

マ
職
務
別
功
労
者
表
彰

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

・
漁
携
長
功
労
者
金
三
津
順
一

・
船
長

功

労

者

島

崎

武

・
機
関
長
功
労
者
辻
口

敏
明

・
無
線
士
功
労
者
海
原

博
之

・
甲
板
員

功

労

者

江

口

正

男

有

磯

一

男

浦

崎

梅

吉

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

「
市
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
」

市
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
は
、
緊
急

ま
た
は
一
時
的
な
生
活
必
要
資
金
と
し

て
、
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
生
活
資
金
の
借
入
方
法
な
ど

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

せ
い
ぜ
い
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

-R使途
生

活
資
金

女
資
格
市
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

現
在
の
事
業
所
に
2
年
以
上
勤
務
し

て
い
る
人
で
返
済
能
力
の
あ
る
人
。

女
貸
付
額
一
人
初
万
円
以
内
(
月
収

の
3
倍
を
超
え
な
い
額
)

女
貸
付
利
率
年
目
%

-R償還
期
間

3
年
以
内
(
据
置
な
し
、

月
賦
償
還
)

女
担
保
な
し

安
保
証
人
原
則
と
し
て
一
名

女
申
込
み
先
新
川
信
用
金
庫
本

・
支

居
、
富
山
県
労
働
金
庫

魚
津
支
庖

申
込
み
時
に
は
、
住
民
票
謄
本
(
保

証
人
と
も
)
、
給
与
-
証
明
書
、
印
鑑
証
明

書
を
添
え
て
取
扱
い
の
金
融
機
関
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ホ
ー
ム

建
設
資
金
の
融
資

公
庫
で
は
、
何
年
度
第
4
回
の
個
人

向
け
融
資
の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

。
個
人
住
宅
建
設
資
金

・
申
込
期
間

1
月
幻
日
ω
1
2
月
初

日
嗣
ま
で

・
選
定
方
法
受
付
日
順
で
無
抽
せ
ん

で
す
。

・
融
資
限
度
額
木
造
四
百
十
万
円

・
利

率

年

日

%

・
返
済
期
間
木
造
お
年
以
内

・
申
込
窓
口
公
庫
業
務
取
扱
庖
と
表

示
の
あ
る
最
寄
り
の
金

融
機
関

な
お
、
現
在
、
住
宅
改
良
資
金
に
つ

い
て
受
付
中
で
す
。

・
融
資
額
最
高
二
百
七
十
万
円

・
利

率

年

6

%

・
償
還
期
間
日
年
以
内

結成以来3年、ボールガラケッ

トに当らず、打つ万よりタマひろ

いの時闘が多く、苦労していだお

白さんだちが、ようやく30本ぐら

い続くようになり、一緒に連れて

こられ定子供疋ちも、小学生から

中学校の卓球部ヘ入り、一流選手

への夢を追っています。お田さん

がほとんどだっだこのクラブも、

最近お父さんだちガ13¥え、和気あ

いあいのうちに、体力の増進と仲

間づくりに積極的に取り組んでい

ます。卓球は遊戯性の比重ガ高く、

体力のない人や、体の不自由な人

でもそれなりに十分楽しむことガ

でき、反面やってみると意外に運

動量の多いのに驚きます。

今後も体力づくりと、コミュ二

ケーションの場として、このクラ

フ継続に努力し芝いと思います。

これからの練習成果ガ楽しみです。

(3) 

孝保北野

大町卓球愛好会

コーチ
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に対意.警戒とご協力を2
日本海側を直撃している寒波のため，38豪雪に追る積

雪となり，今後もさらに積雪が予想、きれます。市では雪

害対策本部を設置して，生活道路の通行と生鮮食料品の

確保等に全力をあげていますが，市の除雪能力にも限度

がありますので，次の点について住民の方々のご協力を

お願いします。

1.単身世帯，老人夫婦世帯並びに障害者，母子世帯等

に対し，除雪にご協力願います。

2.道路に車や障害物をおかないように してく ださい。

8. し尿のくみ取りを申込んだときは，

を除雪してください。
ぞ今

9.浄化槽は空気の助けにより浄化されますので，浄化

稿のマンホールや通気口は必ず除雪しましょう 。

10.消化栓及び、防火水槽の除雪にご協力ください。

11.火災にはくれぐれもご用心ください。

くみ取り口付近

ii""'" 

いっすい

3.水路や測溝に雪を捨てる場合，溢水に十分注意して

ください。

4.屋根雪おろしは，早めに地区一斉に行い，

雪は直ちに後始末してください。

5.積極的に自分の家を雪害から守り，家の前の歩道の

除雪もお願いします。

6.下水道に雪を捨てる場合は必ず作業中に赤布で標識

を立て，終了後はマンホールをしっかりと閉じてくだ

さい。

7.ゴミを収集日前に出きないでください。当日の午前

8時までに出してください。

おろした

%
3
3
県
豪
雪
対
策
緊
急
融
資
を

明

ご

利

用

く

だ

さ

い

間

県
で
は
今
冬
の
豪
雪
の
影
響
に
よ
り
、
経
営
の
安
定
に

制

支
障
を
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
の
金
融
の
円
滑
化
を
図

勝

る
た
め
、
次
の
要
領
で
豪
雪
対
策
緊
急
融
資
季
語
す
る

州

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

糊

1
、
融
資
対
象
者

州

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
又
は
組
合
で

州

市

・
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会
の
認
定
を
受
け
た
も
の
。

粉

ω豪
雪
の
影
響
に
よ
り
、
最
近
一
か
月
間
の
売
上
高
又

嚇

は
生
産
高
が
、
前
年
同
期
間
に
比
し
て
叩
パ

l
セ
ン

糊

ト
以
上
減
少
し
て
い
る
も
の
。

桝

ω豪
雪
に
よ
る
工
場
、
庖
舗
等
の
倒
壊
等
施
設
へ
の
被

勝

害
が
著
し
い
も
の
。

棚

ωそ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知
事
が
特
に

峨

認
め
た
も
の

糊

2
、
融
資
条
件

州

ω資
金
使
途

蜘

ω限
度

額

欄

ω期
間

制

ω利
率

制

附
信
用
保
証

(4) 

事
業
資
金

一、

0
0
0万
円

3
年
以
内
(
内
据
置
期
間
6
か
月
以
内
)

年
日
%
以
内

信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
と
す
る
。

(
保
証
料
率
問
%
)

附
償
還
方
法
等
取
扱
金
融
機
関
の
例
に
よ
る

間
取
扱
期
間
町
年
1
月
刊
日
j
日
年
3
月
訂
日

3
、
手

続

市
お
よ
び
商
工
会
議
所
の
認
定
書
を
添
え
て
取
扱
金
融

機
関
に
直
接
申
込
む
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
緊
急
融
資
並
び
に
金
融
機
関
独
自
の

被
害
中
小
企
業
者
に
対
す
る
融
資
の
円
滑
化
の
た
め
、
信

用
保
証
協
会
の
保
証
別
枠
一
、

0
0
0万
円
の
設
定
等
を
内

容
と
し
た
豪
雪
対
策
特
別
保
証
制
度
も
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

又
、
市
が
実
施
し
て
い
る
小
口
事
業
資
金
の
融
資
も
、

ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転
お
よ
び
設
備
資
金
を

希
望
の
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観
光
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
で
く
だ
さ
い
。
(
宮
②
2
2
0
0内
線
2
7
1
)
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動
g
N
亀
師

鹿
島

h
gぬ

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

第三種郵便物認可

グ
第
四
位
入
賞
4

村
木
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

1
月
5
日、

6
日
、
両
日
に
渡
り
、

静
岡
県
沼
津
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
富
山
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
村
木
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
地
元
サ
ッ
カ
ー
王

国
静
岡
県
代
表
沼
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
は
じ
め
、
な
み
い
る
強
豪

を
下
し
、
サ
ロ
ン
サ
ッ
カ
ー
部
門
に
お

い
て
、
み
ご
と
第
四
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
内
の
少
年
団
で
は
、
初

め
て
の
こ
と
で
す
。

第

5
回
市
民
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
の
開
催

今
年
度
も
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

3
月
1
日
制
午
前
8
時
初

分
か
ら
受
付

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館
(
大
体
育
室
)

マ
種
別
・
中
学
の
部
(
男
・
女
)

・
高
校
の
部
(
男

・
女
)

-m歳
以
下
の
部
(
男

・
女
)

.mu
歳
i
m日
歳
の
部
(
男
・女
)

.ω
歳
以
上
の
部
(
男

・
女
)

.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員
の

立
ロ全
種
別
共
ダ
ブ
ル
ス
と
し

マ
種

目

2
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

22 21 15 8 と
日~日 日 日

(日)出 (日) (日) き

室選主地子区語僅勝大会Cポyl|b校高高等学 ;卓市t3警i人魚i 高大全テニアス津市魚インド競全技キスl体育大会市民
{'r 

事

名

体総A ロ
総合体育館 総合体育蕗 総合体育露 場大キ益スl 

と

育 ろ

日
日
側
、
幻
日
目

大
谷
ス
キ
l
場

・
車
球
・バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

4
日
制

日
日
附
、
日
日
側
、
お
日
附
、
総
合

体
育
館

・
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
教
室

日
出
、
お
日
出

-
ス
キ
l
教
室

7
日
出
、
比

ことしの歩こう会行事計画表

魚津歩こう会

ま
す
。

マ
使
用
球

・
中
学
生
1

カ
ル
ト
ン

・
高
校
生
以
上
|
水
鳥
球

(
ニ
ュ
ー
オ
フ
シ
ャ
ル
)

シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
は
各
自

試
合
ご
と
に
、

一
個
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

マ
申
込
期
限

2
月
お
日
附
ま
で

マ
申
込
先
市
教
委
体
育
課
ま
た
は
、

市
総
合
体
育
館
ま
で
。

市
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
・

上
フ
ン
ポ
リ
ン

教
室
の
開
催

運
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
の
動

き
が
確
実
に
な
る
に
つ
れ
て
、
子
供
の

心
身
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
ち
、
か

ら
だ
が
統
一
さ
れ
る
。
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
行
動
す
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
動
く
よ
ろ
こ
び
、

ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
プ
レ
ー
す
る
よ

ろ
こ
び
を
高
め
な
が
ら
、
基
礎
体
力
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

マ

と

き

2
月
7
日
、

お
目
、

マ
と
こ
ろ

マ
対
象
者

マ
受
講
料

毎
週
土
曜
日
、
午
後
2
時

か
ら
3
時
ぬ
分
ま
で

市
総
合
体
育
館

小
学
生
男
・
女
犯
名
ま
で

一六

O
O円
(
た
だ
し
、
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
と
、

入
館
料
を
含
む
)

市
教
委
体
育
課
ま
た
は
、

市
総
合
体
育
館
ま
で
。

マ
申
込
先

V
3
月
の
歩
こ
う
会
企

3
月
の
歩
こ
う
会
は
、
1
日
に
天
神

山
方
面
(
洗
足
学
園
短
期
大
学
)
へ
行

き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
9
時
に
出
発
、

徒
歩
で
天
神
山
方
面
へ
行
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
印
分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

3 
月
7 14 
日日

14 21 
日日

月日 出発時間 集合場所 行先・コース等

2 1 I AM9:00 電鉄魚津駅 徒歩一新水族館方面

3 1 I AM9:00 電鉄魚津駅 徒歩一天神山方面(洗足学園短大)

4 5 I AM8:30 電鉄魚津駅 徒歩一宮津一開木山一大谷

電鉄魚津駅 パス 黒東城沢行 山菜採り
5 I 10 AM8:00 黒沢一

地鉄ノ〈ス 昼食持参

6 7 AM8:40 
電鉄魚津駅 パス坪野行鹿熊城跡一

地鉄ノ〈ス ふるさと歩道ーダム 畳食持参

7 5 AM8:17 電鉄魚津駅
電新車川牧場舌一山下浦車山一電宮車野山公園一

昼食持参

泊駅笹下川車 南保一三峯一七重滝
8 2 I AM7: 32 国鉄魚津駅 一 一泊

畳食持参

パス 坪野池尻口下車鹿
9 6 AM8:40 電鉄魚津駅 六百峠一 一熊

畳食持参

10 4 AM9: 30 
新宿総合庁舎 鹿鹿熊熊行一ノ大〈熊ス一椎名の里
富山観光ノ〈ス 昼食持参

24 AMll: II パ糸魚川一小中土谷て下車小表10 しらゆき 国鉄魚津駅 細ス南追 一谷温泉一泊
25 白馬 詳はっ発

II 1 I AM8: 37 国鉄魚津駅
快パ速ス富二山上(乗山換一)万葉高岡ラ駅イ下ン車

畳食持参

12 6 AM9:00 電鉄魚津駅 徒歩一市総合体育館 総 ふ:z=-

(5) 
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ことしも市民税の

〈〉
市
民
税
・
所
得
税
の
確
定

申
告
の
時
期
は

3
月
日
日
細
川
ま
で
で
す
/

今
年
も
市
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
市
民
税
の
申
告
書
は
2
月
中
旬
に

各
町
内
会
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
配
付
し

ま
す
。
こ
の
申
告
は
日
年
度
の
市
民
税

を
課
税
す
る
基
礎
資
料
に
な
る
も
の
で

す
か
ら
同
封
の
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
正
し
い
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
申
告
期
限

(3
月
日

申告・所得税の確定

申告は56年度の課税

をしまし ょう。

切な申告です。納得

れるよう正しい申告

の基礎資料となる大

まいりました。この

のいく税金が納めら

申告の時期がやって

日
)
ま
で
市
役
所
税
務
課
へ
お
早
め
に

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
郵
送
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
紛

失
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
書
き
損
っ
た
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
課

へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
会
社

等
、
勤
め
先
で
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
家
族
の
扶
養
者
に
な
っ

て
い
る
方
に
は
申
告
書
が
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

〈〉
市
民
税
申
告
と
所
得
税
確

定
申
告
・
所
得
税
還
付
申

告
相
談
案
内

市
税
務
課
で
は
市
民
税
の
申
告
書
の

正
し
い
記
載
方
法
、
所
得
税
確
定
申
告

及
び
所
得
税
還
付
申
告
の
正
し
い
書
き

方
等
申
告
に
対
す
る
相
談
を
2
月
日
日

開
か
ら
3
月
日
日
間
ま
で
の
問
、
市
役

所
税
務
課
内
(
正
面
玄
関
入
口
一
階
右

側
)
で
税
務
職
員
が
親
切
を
モ
ッ
ト
ー

に
税
の
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。(
平
日
午
前
8
時
初
分

i
午
後
5
時
も
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、

日
曜

・
祝
祭
日
は
除
く
)
ま
た
日
程
を

定
め
て
各
農
協
支
所
へ
出
向
き
臨
時
申

園
保
だ
よ
り
;

保
険
税
の
き
め
方
、
納
め
方

し
て
そ
の
資
格
を
得
た
と
き
で
は
な

く
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

き
、
あ
る
い
は
他
の
市
町
村
か
ら
転

入
し
て
そ
の
居
住
地
に
住
み
は
じ
め

た
と
き
を
い
い
ま
す。

届
出
が
お
く
れ
る
と
、
被
保
険
者

と
な
っ
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て

保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
保
険
税
の
き
め
方
々

保
険
税
は
、
次
の
こ
と

を
基
礎
に
し
て
課
税
さ
れ

Vノ

ま
す
。

メ
{

1
、
世
帯
別
平
等
割
額

・

ベ
パ
/

各
世
帯
に
均
一
の
額

/

2
、
被
保
険
者
均
等
額

・

/

'

各
世
帯
の
被
保
険
者

ヲ
Y

数
に
応
じ
て
一

人
あ

ノ

F
F

た
り
い
く
ら
と
計
算

/

/

/

，

し
た
額

3
、
所
得
割
額

・
前
年
度
の
収
入
か

ら
一
定
額
を
控
除
し
、
そ
の
額

に
一
定
率
を
掛
け
た
額

4
、
資
産
割
額

・
そ
の
年
の
固
定
資

産
税
に
一
定
率
を
掛
け
た
額

。
保
険
税
の
納
め
方
。

保
険
税
の
額
は
き
ま
り
次
第
、
納

税
通
知
書
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
職
場
の
健
康
保
険

に
は
い
っ
た
り
、
や
め
た
り
し
た
と

き
は
そ
の
つ
ど
世
帯
主
の
届
出
に
よ

っ
て
保
険
税
を
計
算
し
な
お
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
の
場
合
、
保
険
税
の
額
は
、

基
本
的
に
は
そ
の
年
の
医
療
費
に
応
じ

て
き
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
を
予
測
し
、
そ
の
額

か
ら
受
診
の
と
き
患
者
が
負
担
す
る
分

(ぬ
%
)
と
、
国
の
負
担
す
る
分
を

控
除
し
た
額
が
保
険
税
と
し
て
課
税
さ
れ
る
総
額
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
保
険
税
の
額
は
医
療
費
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
原

則
的
に
は
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
、
当
然
保
険
税
も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
々

国
民
健
康
保
険
と
い
う
制
度
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
そ
の

基
本
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
い

と
国
民
健
康
保
険
の
制
度
は
崩
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
、
本
人

が
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

期
日
通
り
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
‘
っ
。

。
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら
。

保
険
税
は
被
保
険
者
と
な
っ
た
そ

の
月
か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
と
い
う
の

は
、
市
役
所
で
被
保
険
者
の
届
け
を

(6) 
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告
相
談
所
も
開
い
て
い
ま
す
。

マ
地
区
別
相
談
日
程
表

(相
談
時
間
午
前
9
時
却
分
1
午
後
4
時
ま
で
)

1月361月3 3 1月3 2 
月3 
1月3 0 
月3 
月3 6 
刷R 3 5 日
月4 3 月3 3 月3 2 2月2 7 2月2 6 2A5 相1員11 9 

日目
付日4 制日 {刈日 (日H) 制日 b日1<) {刈日 明日} 幽日 併日4 ゃ日ω 目

全 道

下3F方区色F 

力日 経

上中崎豊
豊島

金

方量

片 天 松 該

地
下 干民 凹

I也
貝 神 倉 当

1也 I也 J也 I也 I也 I也 地
区 区 区 区 区 区 区 区 区

線書農図協 協z 毒陸
幸島 市役所税務課内 農協上野方支I'Jr 事神高

~ 

11 I 11 

場

〈
〉
所
得
税
の
還
付
申
告
さ
れ

る
方
に
(
お
知
ら
せ
)

」
の
た
び
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

あなたと市政をむすぷ

55年度納税功労者(個人)

納税貯蓄 組合名 氏 名 勤続年数

金浦区納税貯蓄組合 堀 江 尚 一 10年10カ月

神明 2区 IJ 浜 多目、 之 11年 6カ月

餌指区 IJ 山 沢 俊和 10年10カ月

下新 2区 11 米多 美智子 14年 5カ月

告
書
が
「
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
用
」

と
「
一
般
用
」
の
二
つ
の
様
式
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
あ
な
た
が

申
告
さ
れ
る
様
式
が
明
ら
か
で
な
い
の

で
、
事
前
に
送
付
し
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、
お
手
数
で

も
あ
な
た
に
応
じ
た
申
告
用
紙
を
魚
津

税
務
署
、
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
で
受

取
り
く
だ
さ
い
。

〈
〉
申
告
書
の
使
用
区
分
は
次

の
と
お
り
で
す

付
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
用

給
与
所
得
に
つ
い
て
年
末
調
整
を
受

け
た
方
の
う
ち
、
他
に
申
告
す
る
所
得

の
な
い
方
が
次
の
よ
う
な
理
由
で
源
泉

徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け
る
と
き
。

ω雑
損
、
医
療
費
、
寄
付
金
の
控
除
が

受
け
ら
れ
る
た
め
。

ω住
宅
取
得
、
住
宅
貯
蓄
の
控
除
が
受

け
ら
れ
る
た
め
。
た
だ
し
年
末
調
整

55年度優良納税貯蓄組合(団体)

納 税 貯蓄 組合名 |組合長 氏名

作次郎

作キ青回

長谷川

伊

文化町 l区納税貯蓄組合

東山区

良孝森稗畠区

に
よ
り
控
除
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

ω生
命
保
険
料
等
の
諸
控
除
や
扶
養
控

除
等
が
年
末
調
整
の
際
に
も
れ
た
た

め
。

口

一
般
用

前
記

ω以
外
の
方
で
例
え
ば
次
の
よ

う
な
理
由
で
源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を

受
け
る
と
き
。

ω給
与
収
入
の
ほ
か
に
利
子
、
配
当
、

原
稿
料
な
ど
他
の
収
入
に
よ
る
所
得

が
あ
る
方
。

ω年
の
中
途
で
退
職
し
、
昨
年
中
に
再

就
職
し
な
か
っ
た
方
。

〈
〉
納
税
表
彰
・
盛
大
に
挙
行

去
る
1
月
辺
日
、
市
役
所
大
会
議
室

で
来
賓
並
び
に
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

多
数
出
席
の
も
と
、
永
年
納
税
に
対
し

貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々
が
市
長
戚
拙
諜
・

表
彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

納税l作者i組合名 納税貯蓄組合名 納税l狩者組合名

東小路区納税貯務組合 小菅沼区納税貯蓄組合 黒谷l区納税貯蓄組合

i珂理区 11 池谷区 11 泉谷2区 11 

岡町区 11 坪野区 11 山女 l区 11 

新町l区 11 碑畠区 11 山女2区 11 

僑場区 11 観音堂区 11 平i尺2区 11 

紺屋区 11 石I亘平区 11 東城2区 11 

八幡区 11 石垣新区 11 大菅沼区 11 

八代区 11 友道3区 11 1t!!町区 11 

上町 l区 " 文化町l区 11 入船区 11 

住吉町区 " 道t反区 11 表向区 11 

川縁 l区 11 島尻l区 11 東山区 11 

吉野区 11 島尻2区 11 

i受生区 11 島尻3区 11 

上野区 11 東域l区 11 

54年度市税納期内納付優良組合

国民健康保険優良家庭

住 所 |氏名 l

日
開
聞
同
同
凶
凶
阿
川
阻

。
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
多
い
こ
と

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
飲
酒
運
転
は
最
も
悪
質
で
あ
り
、
当

然
法
で
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

も
し
運
転
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
酒
を
飲
ま
せ
た
人
、
飲
ん
で
い

る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
車
に
同
乗
し

た
人
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
ロ

月
以
来
、
今
日
ま
で
、
な
お
飲
酒
運

転
者
が
多
く
目
立
っ
て
い
ま
す
。
車

を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
特
に

「飲
ん

だ
ら
乗
る
な
」「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」

の
合
言
葉
を
お
た
が
い
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
各
ご
家
庭
の
奥
さ
ん
も
常

に
気
を
く
ば
り
、
注
意
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

。
飲
酒
運
転
を
し
た
場
合
は
即
、
免
許

取
消
し
に
な
り
ま
す
。

・
酒
酔
い
運
転
は
違
反
点
十
五
点
で
、

即
、
免
許
取
消
し
と
な
り
、
二
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰

金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

・
酒
気
帯
び
運
転
は
違
反
点
六
点
で、

即
、
免
許
停
止
と
な
り
、
三
か
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
三
万
円
以
下
の
罰

金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

av
冬
道
三
つ
の
危
険

ω路
面
が
凍
結
し
た
り
、
積
雪
の
た
め

非
常
に
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
出
来
る
だ
け
ス
ピ
ー
ド
を

ひ
か
え
め
に
し
て
ゆ
っ
く
り
走
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ω視
界
や
見
と
お
し
が
悪
く
な
り
ま
す

の
で
、
か
な
ら
ず
一
た
ん
停
止
を
し

て
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

ω雪
山
や
積
雪
の
た
め
非
常
に
道
路
が

せ
ま
く
な
り
ま
す
の
で
、
徐
行
か
一

時
停
止
し
て
、
事
故
を
起
さ
な
い
よ

う
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
除
雪
し
た
後
で
も
道
路
が
大
変
せ

ま
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
歩
行
者

に
違
恐
を
か
け
な
い
よ
う
路
上
で
の

駐
・停
車
を
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

(7) 
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「
現
況
届
」
は
、

忘
れ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う

|

|
出
さ
な
い
と
年
金
の
支
払
い
が

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
|

|

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
ま
た
は
通

算
老
齢
年
金
)
の
支
払
い
を
続
け
て
、
つ

け
る
た
め
に
、
年
に
一
度
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
会
広
が
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
所

か
ら
直
接
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
郵
送
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
住
所

・
氏
名
な
ど

を
記
入
し
、
市
役
所
で
証
明
を
、
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

誕
生
月
の
末
日
が
提
出
期
限
で
す
か

ら
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ
り
高
い
年
金
を

お
望
み
の
方
は

付
加
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
保
険
料
は
1
か
月
三
、七

七
O
円
で
す
が
、
よ
り
高
い
年
金
を
お

望
み
の
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
付
加
保
険
料
は
1
か
月
四
0
0

円
で
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
加
入
で
き
、

将
来
、
つ
け
る
年
金
額
に
プ
ラ
ス
し
て
年

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
問

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お

年
間
保
険
料
を
納
め
た
方
の
年
金
額
は

五
O
万
四
千
円
、
付
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
と
、
こ
の
ほ
か
に
六
万
円
が
プ
ラ

ス
さ
れ
て
五
六
万
四
千
円
の
年
金
が
う

け
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
し
た
ら

ど
う
な
る
か
・
・
・

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

ま
せ
ん
と
、
も
し
交
通
事
故
な
ど
に
あ

い
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
万
一
、
不

幸
に
し
て
死
亡
し
た
場
合
に
、
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
、

納
期
限
か
ら
2
年
す
ぎ
ま
す
と
時
効
と

な
り
納
め
た
く
と
も
納
め
ら
れ
な
く
な

り
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期

限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
る
の
は

印
歳
ま
で
か
、

ω歳
ま
で
か
?

問

国
民
年
金
の
老
齢
年
金

の
受
給
資
格
を
得
る
に
は
、

H

お
年
問
、
保
険
料
を
続
け
て

納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
の
で

す
か
、
そ
の
お
年
間
と
い
う
の
は
、
Hω

歳
ま
で
。
と
か
か

ω歳
に
な
る
ま
で
。

と
か
、

nm歳
ま
で
。
と
か
、
い
ろ
い
ろ

に
表
現
さ
れ
て
い
て
混
乱
し
ま
す
。
正

確
に
は
ど
う
な
ん
で
す
か
?

答

か満

ω歳
と
な
る
ま
で
u

で
す
。

つ
ま
り
、
日
歳
が
終
る
ま
で
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
満

ω

歳
と
ロ
か
月
の
と
き
ま
で
、

と
い
う
の
が
正
確
な
言
い
表

し
方
で
す
。

ふ
つ
う
、
わ
た
し
た
ち
は
、

年
齢
を
き
か
れ
て
も
何
歳
何

か
月
と
は
答
え
ま
せ
ん
。
日

歳
叩
か
月
で
も
閃
歳
と
言
い

ま
す
の
で
、
あ
い
ま
い
と
い

え
ば
あ
い
ま
い
で
す
。

正
確
に
い
え
ば
、
満
年
齢

は
誕
生
日
の
前
日
に
成
立
し

ま
す
の
で
、
誕
生
日
は
。
満

O
歳
と
一
目
。
に
当
た
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
受
給
資
格
を

得
る
た
め
の
制
限
年
齢
の
計
算
は

ω歳
の
終
わ
る
と
き
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
逆
に
、

ω歳
と
な
る
月

の
前
の
月
ま
で
と
お
ぼ
え
て
お
け

ば
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

フ、、，，、-

飢 1ηあ、

くa1JカT、わ仇な Lのヘ
フ子

災ね
害会
老ゃ 主語

後
も
京........ 

'L' 
国
民
年
金

黒
部
高
等
技
能
学
校

本
校
で
は
、
離
転
職
者
を
対
象
に
、

日
年
4
月
入
校
生
を
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。
入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

は
や
め
に
も
よ
り
の
公
共
職
業
安
定
所

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

-R募集
科
目
及
び
募
集
人
員

工材木
建 整自

電気機暑器

機 干斗

動

=ー~ー・ 築 備車 械 名

18 20 20 11 20 集募人
人 人 人 人 人

貝

1 1 1 1 6 
訓練期間カ カ カ カ カ

年 年 年 年 月

女
応
募
資
格

義
務
教
育
修
了
者
で
あ
れ
ば
、
年
齢
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

女
募
集
期
間
(
入
学
願
書
受
付
)

3
月
2
日
開
か
ら
3
月
四
日
附
ま
で

食
入

学
選
考

3
月
お
日
開
午
前
日
時
か
ら

女
合
格
発
表

3
月
お
日
附

く
わ
し
く
は
県
立
黒
部
高
等
技
能
学

校
へ電
話

0
7
6
5
1
臼
1

0
2
5
1
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も
め
た
a
た

ι
q遁

画
書
鱈

燃
え
よ
人
生
/
本
と
の
ふ
れ
あ
い
:
⑪

ふ
る
さ
と
の
本

富
山
に
住
み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
に

つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
、
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、
ふ
る
さ
と
に
関
し
た
本
を

ひ
ろ
っ
て
み
ま
し
た
。

「
と
や
ま
弁
に
し
ひ
が
し
」
(
大
田
栄
太

郎
著
)
ふ
る
さ
と
の
こ
と
ば
は
、
し
だ
い
に

標
準
語
に
一
様
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
成
長
と
共
に
慣

れ
親
し
ん
で
き
た
こ
と
ば
に
は
、
暖
か

aず
会

さ
が
あ
り
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
紳
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
本
は
、
ど
な
た
も
興
味
深
く
読

め
る
で
し
ょ
う
。

「
売
薬
版
画
|
お
ま
け
絵
紙
の
魅
力
」
(

根
塚
伊
三
松
著
)

お
ま
け
絵
紙
は
、
越
中
売
薬
が
日
本

で
初
め
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

広
重
か
ら
富
山
藩
絵
師
の
も
の
ま
で

全
国
に
配
ら
れ
た
名
所
絵
や
役
者
絵
な

ど
、
制
点
が
載
っ
て
い
ま
す
。

「
富
山
の
ふ
る
さ
と
料
理
」
(
事
島
文
子

な
ど
著
)

献
で
も
手
に
入
る
富
山
の
材
料
ば
か

り
で
作
っ
た
料
理
で
す
。

海
の
幸
と
山
野
の
幸
の
素
朴
で
、
ゆ

か
し
い
味
が
味
わ
え
る
で
し
ょ
う
。

「
北
陸
の
わ
ら
ベ
う
た
」
(
石
崎
直
義
著
)

わ
ら
べ
う
た
に
は
、
ふ
る
さ
と
の
美

し
い
自
然
と
、
子
供
へ
の
純
朴
な
願
い

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
子
供
た
ち
に
口
伝
え
ら
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
た
う
た
は
、
い
わ
ば
祖
先

伝
来
の
、
貴
重
な
文
化
遺
産
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

「
富
山
の
植
物
」
(
進
野
久
五
郎
著
)

富
山
県
は
、
高
い
山
々
と
海
、
そ
し

て
無
数
の
河
川
や
深
い
谷
な
ど
、
複
雑

な
地
形
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
徴
あ
る
富
山
の
自
然
の
中
で

息
づ
く
植
物
た
ち
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ル
』
申
、
.
.
 

「
越
中
の
焼
き
も
の
」
(
定
塚
武
敏
著
)

越
中
の
地
は
、
太
古
か
ら
、
日
本
の

東
西
文
化
の
接
点
と
な
っ
て
き
ま
し
た
む

そ
の
た
め
、
焼
き
も
の
も
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
み
、
私
た
ち
に
多
様
な
楽
し

さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
焼
き
も

の
の
推
移
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
写
真
集
明
治
大
正
昭
和
魚
津
」
(広

田
寿
三
郎
著
)

明
治
の
大
町
通
り
の
町
並
み
や
、
大

火
や
洪
水
の
写
真
な
ど
、
歴
史
の
変
化

の
激
し
さ
に
は
お
ど
ろ
く
ば
か
り
で
す
。

懐
か
し
い
魚
津
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

山

八

2
月
の
お
し
ら
せ

八

V
2
日
仰
の
り
も
の
の
お
り
が
み

V

J

ジ
ェ
ッ
ト
機

・
ひ
こ
う
き
♂

へ

じ
ど
う
し
ゃ
:
・

へ

〉

み
ん
な
の
好
き
な
の
り
も
〉

λ

の
が
、
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い

〈

へ

く

よ

ノ

v
m日
側
ナ
ゾ
ナ
ゾ
・
ク
イ
ズ

〈

さ

あ

、

わ

か

る

か

な

?

?

~
み
ん
な
で
挑
戦
し
よ
う
ノ

日

3
じ
却
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

八
も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

各
種
講
座
開
催
の
お
し
ら
せ

*
朗
読
録
音
講
座

と

き

2
月
5
日
附

*
川
柳
教
室

と

き

2
月
日
日
附

*
古
典
に
親
し
む
会

と

き

2
月
初
日
幽

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

テ
ー
マ
吉
原
沖
の
埋
没
林
に

つ
い
て
|
日
本
海
側
が

沈
降
し
て
い
る
か
魚
津

の
埋
没
林
に
関
し
て
|

と

き

2
月
7
日
出

講
師
藤
井
昭
二
先
生
(
富

山
大
学
教
授
理
学
博
士
)

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

と

さ

市
立
図
書
館

午
後
1
時
ぬ
分
1

午
後
4
時
ま
で

ト¥個人
団体 回数券

rbJ2封日つづ副
円 同 円

骨E 700 560 7，000 
(高校生』え上)

中学生 500 400 5，000 

小学生 300 240 3，000 I 

幼 児 100 80 1，000 

(議2王)

(開館時間)

午前 9時から午後 5時まで。

(休館日)

毎週月曜日と祝日の翌日及び12月

28日カ‘ら 1月3日まて‘.(f!!し 4月

1日から11月30日まではイ木日はあ

りません。)

冬
期
間
の
ゴ
ミ
・
し
尿
等
の

収
集
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

館
す
入
で
の
り
館
お
族
と
水
の

‘1
・司
J
h

、

lν

リル

し
は
ら
ど
新
な
f
i
l
l
 

A
7冬一〕

り
、
ゴ
ミ
・
し
尿
等
の
収
集
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

収
集
に
つ
い
て
は
雪
と
戦
い
な
が
ら
全

力
を
尽
く
し
作
業
に
当
っ
て
い
ま
す
。

雪
が
降
り
積
雪
が
あ
る
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

φ
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

φ

〈
〉
ゴ
ミ
収
集
車
が
通
れ
な
い
よ
う
な
と

き
は
、
車
の
通
れ
る
所
ま
で
移
動
さ

せ
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
又
は

隣
接
し
て
い
る
集
積
場
所
へ
(
区
長

凶

を
通
じ
て
)
出
し
て
く
だ
さ
い
。

…
※
集
積
場
所
を
移
動
さ
せ
る
と
き
は
、

…

目
に
つ
き
ゃ
す
い
場
所
に
し
、
事
前

…

に
清
掃
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

…
〈
〉
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
歩
行
者
、

…

車
等
の
通
行
を
さ
ま
た
げ
な
い
よ
う

m

お
互
い
に
気
を
つ
け
て
出
し
て
く
だ

(入館料)

さ
い
o

eし
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

φ

積
雪
が
あ
り
ま
す
と
、
次
の
場
合
く

み
取
り
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
戸
で

除
雪
を
行
っ
て
、
く
み
取
り
作
業
が
で

き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
〉
く
み
取
り
車
の
幅
が
乗
用
車
よ
り
広

い
た
め
、
乗
用
車
が
通
る
道
で
も
く

み
取
り
車
が
入
れ
な
い
と
き
。

〈
〉
く
み
取
り
車
は
入
る
が
曲
り
角
が
狭

い
た
め
、
く
み
取
り
車
が
曲
れ
な
い

と
き
。

〈
〉
く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪
が
し
て
な

い
と
き
。

〈
〉
道
路
に
車
が
駐
車
し
て
い
て
通
れ
な

い
と
き
。

な
お
、
雪
に
よ
る
突
発
的
事
態
が
生

じ
収
集
作
業
が
通
常
運
行
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
願
い
ま
す
。

(9) 
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こ
の
度
魚
津
市
壮
年
海
外
派
遣
員
と

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

7
か
国
を
回
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
状
、
国
民
性
が
異
な

る
う
え
に
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
海

外
旅
行
と
あ
っ
て
見
る
も
の
、
聞
く
も

の
す
べ
て
が
輿
味
し
ん
し
ん
で
、
す
ば

ら
し
い
感
動
の
連
続
で
し
た
。

日
日
間
毎
日
を
実
に
慌
た
だ
し
く
、

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
た

日
程
で
し
た
が
、
私
の
目
で
見
、
膚
で

感
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
と
印
象
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

最
初
の
訪
問
地
ロ
ン
ド
ン
は
、重
厚
な

す
み
ず
み

建
物
と
共
に
街
の
隈
々
に
ま
で
歴
史
の

重
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

交
通
渋
滞
は
日
本
以
上
だ
が
、
割
込

み
ゃ
警
笛
を
鳴
ら
す
車
は
な
く
、
さ
す

が
に
紳
士
の
図
柄
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
訪
問
国
ス
ペ
イ
ン
は
、
農
業

国
と
し
て
の
色
彩
が
濃
く
、
広
大
で
な

だ
ら
か
な
丘
陵
に
は
、
ぶ
ど
う
や
オ
リ

ー
ブ
畑
が
点
在
し
、
見
渡
す
限
り
の
耕

さ
れ
た
一
面
の
畑
に
は
、
大
麦
、
小
麦
、

野
菜
等
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
国
の
教
育
制
度
は
日
本
と
ほ
ぼ

同
じ
で
し
た
が
、
た
だ
義
務
教
育
の
中

に
道
徳
や
宗
教
や
体
育
の
時
間
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
心
と
か
ら
だ
の
健
全
な
発

育
を
図
っ
て
お
り
、
子
供
の
非
行
が
少

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

浅
村・ 生

崎

新
毅

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
イ
タ

リ
ア
で
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
の

遺
跡
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
二
千
年
も

昔
の
人
々
の
生
活
の
様
子
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

朽
ち
か
け
た
レ
ン
ガ
造
り
の
町
並
み

や
、
す
り
へ
っ
た
歩
道
の
石
畳
を
踏
み
、

崩
れ
か
け
た
城
壁
の
回
廊
を
た
ど
る
と

き
、
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
て
来
た

よ
う
な
気
が
す
る
と
同
時
に
、
今
世
紀

に
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、
人
類
悠
久

の
歴
史
の
中
の
ほ
ん
の
一
ペ
ー
ジ
を
印

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
誇
る
近
代
的
自
動
車
専
用

道
路
ア
ウ
ト
バ

l
ン
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
ナ
チ
ス
政
権
以
来
の
も
の
で
あ
り
、

現
在
ま
で
七
千
七
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

完
成
し
、
ほ
ぽ
全
土
を
覆
っ
て
い
る
。

こ
の
延
長
は
日
本
の
約
三
倍
で
、
し

か
も
道
路
の
両
サ
イ
ド
に
は
、
自
然
が

十
分
生
か
さ
れ
て
お
り
、
道
路
標
識
や

広
告
、
民
家
が
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
見
ら
れ
な
い
。
走
行
性
の
す
ぐ
れ
た

す
ば
ら
し
い
道
路
だ
が
有
料
で
は
な
く

一
般
道
路
と
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
い
で
あ

り
、
自
由
に
出
入
り
出
来
る
。

住
宅
密
集
地
の
付
近
で
も
遠
慮
な
く

通
し
、
車
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
音
壁
の

谷
間
を
走
る
日
本
の
高
速
道
路
と
は
、

大
変
な
違
い
で
あ
っ
た
。

自
然
を
愛
す
る
人
た
ち
の
憧
れ
る
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ス
イ
ス
で
は
、
山
河

や
湖
の
美
し
い
風
景
に
う
っ
と
り
と
我

を
忘
れ
て
眺
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
で
は
、
世
界
の
名
画
に
見
入

り
、
少
な
か
ら
ぬ
見
聞
を
広
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
旅
を
終
え
て
、
あ
ら
た
め
て
日

本
の
整
円
、
文
化
、
科
学
技
術
の
歩
み

の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
す
る
と
共
に
、

日
本
は
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
が
故
に
、
聞

か
れ
た
心
、
明
る
さ
、
お
互
い
が
お
互

い
を
大
事
に
す
る
心
を
忘
れ
つ
つ
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
間
尊
重
の
心
こ

そ
、
日
本
の
今
後
の
発
展
の
大
き
な
要

素
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
心
を
新
た
に
し
て
、
日

本
の
良
き
心
の
ふ
る
さ
と
を
ほ
り
お
こ

す
努
力
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

魚
津
市
が
毎
年
行
っ
て
い
る
壮
年
海

外
派
遣
事
業
の
す
ば
ら
し
い
企
画
に
感

謝
し
つ
つ
、
簡
単
な
報
告
で
し
た
が
お

札
と
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

市
家
庭
教
育
総
合
講
座

市
教
育
委
員
会
で
は
次
の
と
お

り
家
庭
教
育
総
合
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
マ
と
き

2
月
口
日

ω午
前
9
時

i
日
時
初
分

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館
大
会
議

室

マ
学
習
課
題
幼
児
、
幼
年
期
に

お
け
る
心
身
の
発
達

特
性
を
ふ
ま
え
た
親

と
し
て
の
か
か
わ
り

方
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
か
。

マ
講
師
富
山
大
学
教
育
学
部

大
石
昂
先
生

マ
参
加
対
象
者
市
内
の
幼
児
、

小
学
校
一
、
二
、
三

年
生
の
子
供
を
も
っ

母
親
約
印
名

。。

年
齢

・
職
業
・
性
別
を
問
わ
ず

魚
津
高
等
学
校
定
時
制
課
程
(
普
通

科
)
で
は
、
日
年
4
月
か
ら
入
学
す
る

生
徒
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

↓
山
願
手
続
き
|

ω出
願
期
間日
年
2
月
日
日
開
1
3
月
初

日
肘
正
午

ω検
査
期
日目
年
3
月
お
日
出
午
前
9
時

か
ら

ω検
査
科
目作
文
・
面
接

ω合
格
発
表
日
日
年
3
月
訂
日

ω正
午

ωそ
の

他詳
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た
い

方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

マ
魚
津
高
等
学
校
定
時
制
課
程

宮
②
0
2
2
1

マ
出
身
中
学
校

-
と
き

2
月
刊
日
附

午
後
1
時
ぬ
分
1
3時
初
分

本
江
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

校

長

室

田

悼

「
教
育
と
個
性
」

印
名
(
先
着
順
、
入
場
無
料
)

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

社
会
教
育
推
進
会
議

-
と
こ
ろ

・
講
師

-テーマ
・
定
員

・
主
催

・
協
賛
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z
f且
2
月
i
3
月

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
妊
娠
か
ら
分
総
ま
で
の
日
常

生
活
と
注
意

・
実
習
H
安
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

.
実
習
H
妊
娠
中
の
栄
養
(
貧
血
食
等
)

.
映
画
H
生
命
の
創
造

・
講
話
H
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習
H
先
天
性
股
関
節
脱
き
ゅ
う
の

予
防

・
そ
の
他
H
母
子
の
制
度
な
ど

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ
、
九
時
間
に
都
合
の
悪
い
方
は
、

一
課
目
づ
つ
で
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

マ
畳
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
保
育
を
担
当
さ
れ
る
方
の
参
加
も
お

す
す
め
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

V
乳
児
健
康
診
査

月3 月2 
1月2 2 
月2 

6 26 ~日6 と凶日 (..t;)臼 (..t;)日

l1時l0Zi時9 lF 11 
112寺1午l後l1 寺 時21i午1時圭1 111l寺0ZHd9与F iI 

き

8 

歪治に毎M兇、2毛にM日3Z 6 付月児3 ー 2乳)MI信る児今こ、31までに2日321 付児げ3口一ー

8 N 
ヵ、 ヵ、

月 月

児 f4I. 

Ff他h斤E1i1l1 t 
と

11 11 11 

ろ

マ
3
か
月
児
の
健
康
診
査
時
に
、
股
関

節
脱
き
ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま

す
。

マ
お
母
さ
ん
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
保

育
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
二
人
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

V
一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

月3 
2月2 5 
月2 と

4 18 
日 日 日 き
(1;) (1;) (水j

月
2 l 
月 月

弁f28 15 紋33日1 
絞3ま日
3日
歳ま にま

にで にで なで
なに なに つに

幼る児 幼る児 幼た児
象

マ
と
こ
ろ
H
魚
津
保
健
所

マ
受

付
H
午
後
1
時
i
2
時

V
胃
検
診

マ
受
付
H
午
前
9
時

i
m時

マ
料
金
H
一、
0
0
0円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食

・
た

ぱ
こ

・
水
な
ど

一
切
百
し
上
が
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

マ
受
付
H
午
後
l
時
1
2
時

マ
料
金
H
九
O
O円

な
お
、
乳
が
ん
検
診
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。
料
金
は
九
五
O
円
で
す
。

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種

マ
と
こ
ろ
H
市
内
の
か
か
り
つ
け
の
医

師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
H
2
歳
児
を
中
心
に
生

後
回
か
月
か
ら
お
か
月
に
至
る
期
間

内
で
、
年
中
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
H
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、

直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
(
な
お
、
手
元
に
接

種
券
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。)

マ
料
金
H
無
料

V
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

次
の
禁
忌
事
項
に
該
当
す
る
幼
児
は
、

当
日
、
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω発
熱
、
ま
た
は
者
し
い
栄
養
障
害
の

状
態
に
あ
る
幼
児
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
、
ま
た

は
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
、
治
療

を
勧
め
ら
れ
て
い
る
幼
児
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
幼
児
。

ω接
種
前
1
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
。

ωそ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
幼
児
は
接
種
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

V
心
の
健
康
相
談

身
体
が
病
む
と
同
じ
よ
う
に
、
精
神

も
又
、
病
む
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
し
か

し
、
身
体
は
す
ぐ
治
療
や
相
談
を
考
え

ま
す
が
精
神
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
?
本

人
だ
け
が
責
め
ら
れ
た
り
、
家
族
内
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
次
の
・
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
0

・
眠
れ
な
い
、
い
ら
い
ら
す
る
。

・
不
安
だ
、
ゅ
う
う
つ
だ
0

・
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
。

-
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
0

・
何
も
し
な
い
で
い
る
。

A'何
も
し
な
い
の
に
乱
暴
す
る
0

・
体
の
こ
と
を
特
に
気
に
す
る
。

-
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
の
悩
み
。

。
とき・・
・2
月
口
日

ω午
後
1
時
初
分

1
3
時
ま
で

O
と
こ
ろ
・・・魚
津
保
健
所

2
月
の
休
日
診
療
医

リ
同一
附
一
深
川
病
院

8
日
一
同
一
船
崎
医
院

日
日
一
附
一
期
井
医
院

日
日
一
同
一
松
井
医
院

詑
日
一
日
一
桝
崎
医
院

げ
同一
回
一宮
本
医
院

V
健
康
相
談

。診療時聞は、 いずれも午

前9時から午後5時まで。

鴨
川
町

宮

@

1
5
7
8
0

本
町
一
丁
目

宮
(匂

1
3
9
1
2

吉

島

宮

@

1
0
1
0
0

本

江

宮

@
1
0
7
4
5

中
央
通
り
二
丁
目

宮

@
1
0
3
9
9

新
角
川
一
丁
目

宮

@
1
0
1
2
2

1刈月日3 3 ω2月2 日7 ω2月日2 4 υ3月1日2 7 UD 1月日2 6 
1月2 0 
{刈月1日2 0 と|

ω日

時3 1 午後時1 午時i3 1表午前時m 時32分Eω1午前時分0 。1 午時f主 1 午時f去時午後3自略午前10 時3l分316晴午前11分0 0 き
時3 時3 

市役所保E a 学校a 
百

市4蹄保健室lt 莞タl生語& 
後公民館図

百 と
楽 i艇

荘 ~E I ~ 
ろ

医師務診 理実鯛習術底人食 医師療診 理調E習E術成人食
i箱

ヨ5

マ
市
役
所
保
健
室
の
健
康
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
一
週
間
前
ま
で
に
、

生
活
環
境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
o

v健
康
体
操

" 
主
" 週句月略目 と

l午1前11寺0 

午

11 " 時3分1』01自時3分9 首0 
き

31分1 1寺0 1 

魚iA 民館h J1守 本江A 民館h 下道八民館ム 綾福祉喜田
と

ろ

。1)
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-
市
職
員
(
業
務
員
)
を
募
集

市
で
は
、
次
の
業
務
員
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
希
望
者
は
2
月
日
日
ま
で
に

履
歴
書
(
市
販
の
も
の
で
、
本
人
の
履
歴

と
家
族
の
状
況
を
記
載
で
き
る
様
式
)

に
写
真
を
貼
っ
て
、
市
役
所
総
務
課
へ

持
参
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

O
学
校
用
務
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用

務
、
水
族
館
用
務
、
清
掃
用
務
に
従

事
す
る
業
務
員

O
募

集

人

員

男

子

約

4
名

女

子

約

2
名

O
資
格
男
子
は
日
年
4
月
1
日
現
在

で
ぬ
歳
以
下
の
人

女
子
は
日
年
4
月
1
日
現
在

で
初
歳
以
下
の
人

い
づ
れ
も
日
年
4
月
1
日
以
降

引
続
き
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
に
限
り
ま
す
。

O
応
募
の
際
は
、
業
務
員
の
仕
事
の
内

容
等
を
承
知
の
う
え
で
申
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
職
員
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
(
内
線
2
5
9
)

-
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

日
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
若
干
名
募
集

し
ま
す
。

任
務
は
①
物
価
調
査
②
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
③
各
種
講
習
会
で
の
研
修
④
消

費
生
活
に
関
す
る
意
見
や
要
望
、
苦
情

の
申
入
れ
⑤
市
み
ん
な
の
生
活
展
へ
の

協
力
な
ど
で
、
初
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

お
申
込
み
は
市
役
所
総
務
課
行
政
係

(
内
線
2
5
8
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

締
切
り
は
3
月
却
日
樹
、
モ
ニ
タ
ー
に

は
薄
謝
を
差
上
げ
ま
す
。

4

司
み
ん
な
の
生
活
展

-
父
子
家
庭
児
童
の
医
療
費

助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

義
務
教
育
修
了
前
の
父
子
家
庭
の
児

童
で
、
病
気
又
は
、
怪
我
等
で
診
療
を

受
け
た
方
の
医
療
費
本
人
負
担
分
全
額

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓

口
で
現
金
払
い
さ
れ
ま
し
て
指
定
の
療

療
費
領
収
書
を
も
ら
い
、
そ
の
領
収
書

と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
申
請
な
さ
い
ま

す
と
、
あ
と
で
本
人
に
払
い
も
ど
し
さ

れ
ま
す
。

・
申
請
場
所

社
会
福
祉
課

-
婦
人
相
談
所
よ
り

富
山
県
婦
人
相
談
所
で
は
、
婦
人
の

保
護
対
策
と
し
て
家
庭
問
題
で
悩
み
や

心
配
ご
と
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応

じ
指
導
、
助
言
を
し
て
問
題
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
機
関
を
紹
介
し
た
り
、
或

は
ど
う
し
て
も
家
に
お
ら
れ
な
い
場
合
、

帰
る
と
こ
ろ
の
な
い
場
合
等
に
は
、
一

時
的
に
入
所
し
て
問
題
が
解
決
で
き
る

よ
う
無
料
で
お
世
話
を
す
る
一
時
保
護

の
措
置
も
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
費
用
は
、
一
切
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
悩
み
や
心
配

ご
と
の
あ
る
方
は
も
よ
り
の
「
と
こ
ろ
」
に

お
り
ま
す
。
相
談
員
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

婦

人

相 と

E員
所

lf 
』

ろ

情。T1l11 6 4 ?! 位0555制65Z2 }0  7 6 4 ft 

-
農
地
の
貸
借
の
申
込
み

利
用
権
等
設
定
事
業
に
の
っ
て
農
地

を
貸
し
借
り
す
る
方
は
、

2
月
U
日
ま

で
市
役
所
農
政
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

O
利
用
権
等
設
定
事
業
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ω
こ
の
事
業
は
、
市
役
所
及
び
農
業

委
員
会
が
農
地
の
貸
し
借
り
す
る
双

方
の
間
に
立
っ
て
納
得
の
い
く
よ
う
、

交
渉
し
、
簡
単
な
手
続
き
で
安
心
し

て
貸
し
借
り
で
き
る
事
業
で
す
。

ω
借
受
期
間
が
終
わ
れ
ば
、
離
作
料

を
支
払
わ
な
く
て
よ
く
貸
し
て
い
た

農
地
が
確
実
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
貸
し
借
り
す
る

場
合
は
双
方
い
っ
し
ょ
に
申
込
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

ω
貸
し
手
に
対
し
て
叩
ア
l
ル
当
り

契
約
期
間
3
年
か
ら
5
年
で
あ
れ
ば

一
万
円
、

6
年
以
上
は
二
万
円
の
奨

励
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

以
上
概
要
説
明
し
ま
し
た
が
、
詳
し

い
こ
と
は
、
市
役
所
農
政
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
内
線
2
8
3
番
で
す
。

aa--
‘
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E1 -
母
子
家
庭
中
卒
激
励
会

今
春
3
月
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
母

子
世
帯
の
生
徒
を
招
い
て
激
励
会
を
次

の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
な
お
当
日
は
母

子
福
祉
会
か
ら
記
念
品
を
、
又
、
市
か

ら
は
卒
業
の
祝
金
を
わ
た
し
ま
す
か
ら

該
当
の
方
は
、
会
場
へ
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
7
日
出
午
後
2
時
か
ら

マ
と
こ
ろ
市
役
所
三
階
大
会
議
室

(12) 

-
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
よ
り

高
年
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
こ
れ
ら

の
方
々
の
雇
用
対
策
の
一
還
と
し
て
、

市
役
所
一
階
市
民
課
横
に
職
業
相
談
室

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
年
7
月
、
富
山
・
高
岡
両
市
に
次

い
で
新
設
さ
れ
て
以
来
5
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
職
業
相
談
室
は
、
魚
津
公
共
職

業
安
定
所
の
窓
口
の
一
部
と
し
て
、
住

民
の
利
便
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
。

職
業
の
相
談
や
求
人
者
に
対
す
る
雇

用
の
相
談
は
も
と
よ
り
、
求
人
・
求
職
・

職
業
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
年
齢
者
の
再
就
職
に
対
し
て
は
、

思
典
も
あ
り
ま
す
。
定
年
退
職
の
後
も

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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-
街
路
事
業
に

よ
る
住
み
よ
い

街
づ
く
り
を
/

ぴ
、
街
路
は
都
市
に
住
み
、
都

市

に

お

川

日

照

、

通

風
、
採
光
、
プ
ラ
イ
パ

い
て
活
動
す
る
す
べ
て
の
方
々
が
日
常
シ
l
の
維
埼

的
に
利
用
し
て
い
る
都
市
施
設
で
、
都
口
防
災
上
必
要
な
防
火
帯
、
避
難
路

市
の
骨
格
と
も
血
管
と
も
い
う
べ
き
役
と
し
て
の
役
割

割

を

果

し

て

い

ま

す

。

同

上

下

水

道

、
電
気
、
ガ
ス
、

電
話

①

街

路

の

分

類

な

ど

の

施

設

の

設

置

-

川
幹
線
街
路
、
同
区
画
街
路
、
川
特
付
散
歩
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

殊
街
路
。

憩
い
を
与
え
る
空
間
、
建
物
、
街

②
街
路
の
役

割

路

樹

等

と

-調
和
し
た
都
市
景
観
を

街
路
は
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
形
成
す
る
機
鵠

自
動
車
や
歩
行
者
等
の
交
通
に
使
わ
③
街
路
事
業
の
種
類

れ
る
ほ
か
、
色
々
の
役
割
を
に
な
っ
川
歩
行
者
専
用
道
整
備

て

い

ま

す

。

同

駅

前

広

場

の

整

備

川
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行
者
、
の

川
居
住
地
区
内
の
交
通
安
全
対
策

交
通
の
通
行
路
。

ω総
合
的
な
交
通
対
策

同
街
区
や
、
住

区

の

構

成

同

自

転

車

駐

車

場

の

整

備

魚津善意銀行へのこ寄付
(敬称略)

付
共
同
紙
の
整
備

川
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
新
交
通
シ
ス

テ
ム
の
整
備

例
鉄
道
と
の
立
体
交
差

川
土
地
区
画
整
理
事
業

同
市
律
地
再
開
発
事
業

-
弁
護
士
に
よ
る

料
法
律
相
談
所
。
。
巡
回
無

開
設

二
等
海
士
:
:
:
幻
名

二
等
空
士
:
:
:
悶
名

マ
募
集
期
間

日
年
1
月
1
日
か
ら
は
ω
年
3
月
白
日

ま
で
。

マ
待
遇
。
特
別
国
家
公
務
員

。
衣

・
食
・
住
無
料
支
給

。
各
種
技
術
修
得
可
能

。
実
質
給
与
二
一
九
、
八

O
O円

。
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回
(
約
5
ヵ
月
)

。
特
別
退
職
手
当
支
給

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

市
民
課
(
宮
⑫
2
2
0
0
)
又
は
、

自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
へ
(
上
村
木

野
田
ビ
ル
内
)
宮
@
1
0
3
6

計
川
名

-
中
島
、
上
野
方
地
区
一
般
電
話
に

市
内
、
中
島
、
上
野
方
地
区
の
集
団

電
話
が
、
2
月
刊
日
午
前
日
時
か
ら
一

般
電
話
に
切
り
変
わ
り
ま
す
。

切
替
え
と
同
時
に
中
島
、
上
野
方
地

栗岡正明本江新町 100，000円

尾崎哲夫本江元町 20，000 " 

経団婦人会 5，000 " 

普明会教団高岡支部 射水郡小杉町 50，000" 

匿名 1，265 " 

魚津自動車学校代表高木広吉 20，000 " 

浜形達明新金屋二丁目 50，000 " 

日本民謡協会魚津郭声会支部 112，820 " 

労災病院看護分会 六郎丸 26，651 " 

富山教区浄土宗青年会会長朝本秀雄 30，000" 

友田道治 3，000 " 

加藤信政本新 200，000 " 

魚津麹類飲食業組合 20，000 " 

魚津市美術文化協議会絵画音IS 52，800 " 

魚津市農協婦人部代表伊東夏子 7，808 " 

紺屋町婦人会一同代表桝山千鶴子 7，150 " 

三井きあ島尻 2，000 " 

寺田チヨ吉野 30，000 " 

吉田隆義仏又 20，000 " 

伊田せき東山 10，000 " 

魚津ラクピースポーツ少年団代表本弁尚美 42，793 " 

高岸 勇吉島 13，444 " 

魚津交通従業員一同 8，892 " 
魚津市海洋少年団団長久保田邦一149，228" 

魚津地区同盟 100，000 " 

太平住宅魚津営業所 20，913 " 

第一生命保険相互会社魚津支音I~官員一同 3，000 " 
平安閣職員一同 2，843 " 

新川信用金庫信金会会長 吉井正男 30，000" 

魚津神職会 10，000 " 

沢田自転車商会新角川一丁目 7，146" 

魚津西ロータリクラブ 89，250 " 

金太郎温泉 6，024 " 

吉野きく 天神野新 10，000 " 

吉倉きくえ 30，000 " 

匿名 10，758 " 

有沢武雄本町二丁目 5，000 " 

小柳むら新宿 3，000 " 

高瀬弘行経田中町 70，000 " 

大崎英一北鬼江 20，000 " 

魚津カト1)ック教会所属ボーイスカウト・ガールスカウト 47，230" 

油本政二新角川一丁目 30，000 " 

石塚幸信新金屋一丁目 30，000 " 

岡崎幸彦上口二丁目 20，000 " 

市
で
は
、
富
山
県
弁
護
士
会
の
協
力

に
よ
り
、
巡
回
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
民
事
、
刑
事
、
交
通
事
故

等
全
般
に
わ
た
り
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

2
月
日
日
附
午
後
1
時

1
4
時

マ
と
こ
ろ
市
役
所
第
3
会
議
室

担
当
弁
護
士
木
沢
進
先
生

-
日
年
度
第
四
次
自
衛
官
募
集

マ
採
用
目
標
数

二
等
陸
士
:
:
:
九
名

新}vllヴィーラへのご寄付
(敬称略)

区
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
番
号
を
た
し
か

め
て
、
お
か
け
く
だ
さ
い
。

魚
津
電
報
電
話
局
宮
②
1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

2
月
中
の
L
P
ガ
ス
消
費
設
備
等
の

点
検
実
施
地
区
は
、
次
の
地
区
で
す
。

本
町
二
丁
目
、
新
金
屋
一
、
二
丁
目

な
お
、
点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ

ス
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

宮
@
5
3
4
0
番
ま
で
。

-
電
気
配
線
無
料
診
断

2
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

北
鬼
江
本
新
釈
迦
堂

吉
島
上
村
木

く
わ
し
い
こ
と
は
、
北
陸
電
気
保
安

協
会
魚
津
事
務
所
(
北
陸
電
力
魚
津
営

業
所
内
)
宮
②
1
6
5
5

本

町
杉

寺

新

・
光

江

滑

大

本

川縁

新宿
衣類，作業着，下着 8枚

佐々木憲治友道 あられ 3kg 

村情婦人会 黒 ・村椿
みかん2箱，石けん17コ，タオノレ5本

上回きみ子慶野 石けん20コ

白倉小学校鉢 粘土の馬13コ
石井竹一友道 100，000円

100，000円

10，000 " 

24，500 " 

20，300 " 

10，000 " 

浦田サキイ

吉島喜美子

栗岡孫一

村上みつえ

吉田節子

(却横谷商庖
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その併のふるさとの文化財

昨
年
暮
か
ら
降
り
続
い
た

雪
は
元
且
に
は
晴
れ
た
も
の

の
そ
の
後
、
止
む
こ
と
な
く

三
八
豪
雪
に
つ
ぐ
豪
雪
で
、

各
家
庭
で
は
屋
根
の
雪
降
ろ

越
中
国
守
対
悦
都
県
に
よ
っ
て
、
雪

v

し
を
何
回
と
な
く
繰
り
返
し
、
ま
た
職

-

m，
場
で
も
行
わ
れ
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し

ど
け
水
の
激
し
さ
を
歌
わ
れ
た
早
月
川
こ
。

の
右
岸
の
台
地
上
に
、
奈
良
時
代
か
ら

J

広
報
2
月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

平
安
時
代
(
千
二
百
年
1
九
百
年
前
)

2
月
の
異
名
「
如
月
(
き
さ
ら
ぎ
)
」

に
か
け
て
の
古
代
の
集
落
跡
が
あ
る
。

、

寸

は
「
衣
更

‘
.
，

rny

弥
源
寺
、
佐
伯
・
川
原
の
部
落
に
囲

…
ま

岨

，
j
j
d
b

着
」
と
も

r

例

ー

デ

バ

一

ま
れ
た
水
田
の
下
に
遺
跡
は
眠
っ
て
い
書
き
、
寒

d
u‘
ゆ
久
べ
?
に
参

る

。

さ

の

た

め

肉
吋

丸
山

一一回

一

E

遺
跡
内
を
通
る
用
水
や
道
路
の
改
修
に
着
物
を

岨

a尽ハ
ー代

¥

の
際
、
一
部
を
発
掘
し
て
調
べ
た
と
こ
さ
ら
に
重

、
、

ろ
、
無
数
の
柱
穴
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
ね
る
月
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
今
月
は
寒

の
時
代
の
民
家
の
柱
は
、
地
面
に
穴
を

や
暖
の
変
動
が
大
き
く
特
に
お
年
寄
り
、

掘
っ
て
、
そ
の
穴
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
病
人
に
は
体
調
の
整
え
に
く
い
季
節
で
、

の
で
、
現
在
発
掘
を
行
う
と
、
民
家
の
体
の
抵
抗
力
が
弱
っ
て
い
る
の
で
過
労

柱
穴
だ
け
が
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。
は
さ
け
、
牛
乳
や
野
菜
、
果
物
を
増
や

見
つ
か
っ
た
柱
穴
か
ら
当
時
の
家
を
す
な
ど
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養

推
定
復
元
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
二
問
を
と
り
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
健
康
に

-
一
一
一
間
の
小
さ
な
建
物
で
あ
る
。
佐
伯

ぷ
充
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

広
報
広
聴
係
(
宮
内
線
2
3
8
)
で

遺
跡
で
は
、
一
部
し
か
発
掘
さ
れ
て
い

と号

、
は
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

な
い
が
、
そ
れ
で
も
初
棟
の
建
物
が

'

い
ま
す
c

確
認
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
も
こ
れ
だ

け
多
く
の
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
た
遺
跡

は
な
い
。

遺
跡
か
ら
は
当
時
の
人
々
が
日
常
使

me

っ
て
い
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま

似

た
、
土
器
を
利
用
し
た
碗
も
多
数
出
土

潤

し
て
お
り
、
こ
の
集
落
の
人
々
の
間
で
、

文
字
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た。

佐さ

伯き

遺

跡、

所

魚
津
市
佐
伯
地
内

在

出向

E盟理圏盟目 編集予

、I
E
f'a-. 

品
川
川
V

200.75km' 
7.9km 

13.179 
24.013人
25.995人
50.008人

臼制/魚津田刷株式会社

(12月末現在)

市の面 積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

編集/企画広報室


